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情報委員会では、BIMを用いたコストマネジメントのあり方やその根幹となる建設情報分類
体系（以下分類体系）について調査・研究を行ってきた。

2019年度より部会４「BIMによる積算の標準化検討部会」としての活動に置き換わり、
日本の建設産業全体の生産性向上に貢献できるよう、
コストマネジメントを皮切りとした建築生産のエコシステム構築を目指している。

部会4 2

体制と目的



基本計画 基本設計 実施設計１・２ 施工 運用

概算 工事契約

目標工事費目標予算

部分別概算（性能の設計） 工種別積算（仕様の設計）

概算・積算

ホールライフ・コスティング

目標原価 維持保全実績

予算化

HO

資産のリスト化

施設資産評価

ファシリティコスト

分
類
体
系
と
属
性
情
報

コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

エレメント

要求性能

基本機能

システム

構成

標準仕様

標準納まり

プロダクト

出来栄え 製品仕様 管理方法

付属品 施工結果 補償内容

施工方法

検査方法

特記仕様

特殊ディテール

空間・用途

集団規定

単体規定

空間用途

各種認証

事業計画

収支計画

コスト計画

①BIMオブジェクトに建築
要素や構法の分類体系が付
与されていれば、建築仕様
と各種コスト情報を関連付
けたコストマネジメントが
可能となる。

②将来的には、分類体系の
入力されたBIMモデル等の
データを集積したデータ
ベースより、各ステージで
工事費の参考となるコスト
データの抽出といった利活
用が期待される。
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掲げる理想像



ＢＩＭ
オブジェクト

要求性能・工事仕様

基本計画 基本設計 実施設計１・２ 施工 運用

概算 工事契約概算・積算予算化

HO

ファシリティコストコスト計画

資産のリスト化

業務の中で付与
・部分別分類
・工種別分類
・維持保全分類
・資産管理分類 など

概念的分類

Uniclass2015
・空間分類
・部位機能
・BIMオブジェクトに
付与して配信

物理的分類

資機材、摘要など
既存コード
・CI-NETコード
・積算ソフトコード
・企業内コード など

識別コード

製品仕様

構成する部品に分解
（ソフトウエア）
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分類体系を活用したコストマネジメントの概念
赤点線枠内を検討中



部会４検討スケジュール
①翻訳チームの目標：Uniclass2015の全体翻訳精度UPと日本版Uniclass2015の確立
②LOCチームの目標：LOC（コストマネジメントに必要な情報の整理）定義とUniclass2015統合
③概算プログラムチームの目標：①②検討結果を活かした、S2初期段階の概算支援ツール作成

①翻訳チーム

②LOCチーム

モデル事業等連携

他部会連携

③概算支援ツール

①②摺合・統合

２０２０年度
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①Uniclass2015の日本語訳
1. Uniclass2015の全体翻訳精度UP
a. Co~Ssテーブルまで精査完了
Prは項目数絞り精査完了
その他テーブルは機械翻訳で問題なし

b. 日本語訳データを積算協会HPにて公開
c. 同時並行でネイティブチェック実施中

2. 日本版Uniclass2015の確立
a. 日本の建築生産で使用されている項目抜粋
b. Uniclass2015に存在しない日本固有の項
目・製品等のリストアップ

国交省HPにて積算協会HPへのリンクあり

翻訳データ
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②コストマネジメントに必要な情報の整理
1. 概算段階のコストアウトプット確認
a. 概算段階でどの程度の概算を行っているか
情報共有

b. 概算アウトプットのイメージを合意

2. BIMモデルからの数量計算ロジック検討
a. 概算アウトプットの各項目に対応すべく、
BIMモデルから抽出する情報を整理

b. 上記抽出情報からの数量計算ロジック作成

3. 概算アウトプットへのUniclass2015統合
a. 概算アウトプットへのUniclassマッピング
b. 概算段階の仕様紐付けをどうするか検討中
c. SsテーブルベースのPr紐付け合成単価検討



項目（名称+仕様） 数量 単位 備考
BM1 直接仮設 ～～～ ～～
BM2 土工事 ～～～ ～～
BM3 基礎部コンクリート ～～～ m3
BM4 基礎部型枠 ～～～ ㎡
BM5 基礎部鉄筋 ～～～ t
BM6 地上部コンクリート ～～～ m3
BM7 地上部型枠 ～～～ ㎡
BM8 地上部鉄筋 ～～～ t
BM9 鉄骨 ～～～ t
BM10 磁器質タイル仕上 ～～～ ㎡
BM11 吹付タイル仕上 ～～～ ㎡
BM12 外部アルミ製窓 ～～～ ㎡
BM13 外部鋼製片開ドア ～～～ か所
BM14 軽鉄間仕切 ～～～ ㎡
BM15 内部鋼製片開ドア ～～～ か所
BM16 内部木製片開ドア ～～～ か所
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③概算支援ツールの作成
1. 分類体系を利用した概算手法
a. S2初期段階を想定し、ステージに対応した
BIMデータがあれば、概算数量の算出でき
るか簡易なプログラムを開発し検証
（建築主体）

b. 値入もできれば連動したいが、分類体系だ
けでは判断できない概算上の仕様をどのよ
うに想定するかも合わせて検討中。（建築
主体）

c. 設備はS2初期段階の概算レベルを各社で摺
合せ中。上記のプログラムへの盛り込みは
今年度中は難しい。

集計表
コスト概算
プログラム 部分別内訳書BIMデータ

明細項目ID 項目（名称+仕様） 計算式&集計式
BM1 直接仮設 SP2
BM2 土工事 SP1*Coef1
BM3 基礎部コンクリート UBS2
BM4 基礎部型枠 UBS3
BM5 基礎部鉄筋 UBS4　⇒　UBS2*Coef11
BM6 地上部コンクリート UBS5+UBS8
BM7 地上部型枠 UBS6+UBS9
BM8 地上部鉄筋 UBS7+UBS10　⇒　(UBS5+UBS8)*Coef12
BM9 鉄骨 UBS1
BM10 磁器質タイル仕上 UBS11-（UBS15+UBS17）*（（UBS11/（UBS11+UBS12））
BM11 吹付タイル仕上 UBS12-（UBS15+UBS17）*（（UBS12/（UBS11+UBS12））
BM12 外部アルミ製窓 UBS15
BM13 外部鋼製片開ドア UBS18
BM14 軽鉄間仕切 UBS14
BM15 内部鋼製片開ドア UBS20
BM16 内部木製片開ドア UBS22

A列目 B列目 C列目 D列目 E列目 F列目 G列目 H列目 I列目 J列目 K列目

Uniclass群 その他の分類情報
カテゴリ ファミリ名 タイプ名 EF Ss 分類1 分類2 数量1 数量2 数量3 数量4

１行目 構造フレーム ～～～～ ～～～～ EF_20_10 Ss_20_20_75 S 地上 コンm3 型枠㎡ 鉄筋t 鉄骨t
２行目 構造フレーム ～～～～ ～～～～ EF_20_10 Ss_20_20_75 S 地上 コンm3 型枠㎡ 鉄筋t 鉄骨t
３行目 構造フレーム ～～～～ ～～～～ EF_20_05 Ss_20_05_15 RC 基礎 コンm3 型枠㎡ 鉄筋t 鉄骨t
４行目 構造フレーム ～～～～ ～～～～ EF_20_10 Ss_20_20_75 RC 地上 コンm3 型枠㎡ 鉄筋t 鉄骨t

カテゴリ ファミリ名 タイプ名 EF Ss 分類1 分類2 数量1 数量2 数量3 数量4
１行目 壁 ～～～～ ～～～～ EF_25_10 Ss_25_11_16 RC 地上 面積 コンm3 型枠㎡ 鉄筋t
２行目 壁 ～～～～ ～～～～ EF_25 Ss_25_45_88 磁器質ﾀｲﾙ仕上 外部 面積 コンm3 型枠㎡ 鉄筋t
３行目 壁 ～～～～ ～～～～ EF_25 Ss_25_45_70 吹付ﾀｲﾙ仕上 外部 面積 コンm3 型枠㎡ 鉄筋t
４行目 壁 ～～～～ ～～～～ EF_25_10 ？ 外壁（ALC,ECP) 外部 面積 コンm3 型枠㎡ 鉄筋t
５行目 壁 ～～～～ ～～～～ EF_25_10 Ss_25_10_32 軽鉄間仕切 内部 面積 コンm3 型枠㎡ 鉄筋t

カテゴリ ファミリ名 タイプ名 EF Ss 分類1 分類2 数量1 数量2 数量3 数量4
１行目 窓 ～～～～ ～～～～ EF_25_30 Ss_25_30_95 ｱﾙﾐ製窓 外部 面積 か所

カテゴリ ファミリ名 タイプ名 EF Ss 分類1 分類2 数量1 数量2 数量3 数量4
１行目 ドア ～～～～ ～～～～ EF_25_30 Ss_25_30_20 鋼製片開ﾄﾞｱ 外部 面積 か所
２行目 ドア ～～～～ ～～～～ EF_25_30 Ss_25_30_20 鋼製片開ﾄﾞｱ 内部 面積 か所
３行目 ドア ～～～～ ～～～～ EF_25_30 Ss_25_30_20 木製片開ﾄﾞｱ 内部 面積 か所

物理的分類
BIMオブジェクト基本情報 数量


